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క
り
の
強
化
を
要

す
る
な
ど
、

交
通
事
ނ
防
止
に
取
り
組
む
。

　
　
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
Ϛ
ω
δ
メ

ン
ト
の
取
組
に
よ
る
ࡒ

運
営

の
࣋
続
可
能
性
を
ࣔ
す
こ
と
が

ٻ
め
ら
れ
て
͓
り
、
今
後
、
公

ڞ
施
設
再
ฤ
整
備
計
画
の
見


し
に
併
ͤ
、
新
た
に
公
ڞ
施
設

の
集
約
・
ෳ
合
化
等
も
加
ຯ
し

た
ক
དྷ
ߋ
新
経
費
の

減
な
ど
、

ࡒ

的
な
効
Ռ
を
検
ূ
し
、
広

く
市
民
に
ࣔ
ͤ
る
よ
う
取
り
組

む
。

答

　
　
本
市
職
員
の
݉
業
の
許
可

基
४
は
、
ن
ଇ
で
ن
定
し
て
い

る
が
、
必
ず
し
も
۩
体
的
に
໌

֬
化
さ
れ
て
い
る
と
は
ݴ
え
な

い
た
め
、
国
の
通

や
他
都
市

の
事
ྫ
等
を
ࢀ
ߟ
に
、
よ
り
۩

体
的
か
つ
໌
֬
な
も
の
と
な
る

よ
う
検
討
し
、
職
員
が
公
ӹ
的

活
ಈ
等
に
ࢀ
加
し
や
す
い
環
境

を
整
備
し
て
い
く
。

答

　
　
̨
̣
̨
の
情
報
は
、
災
害

発
生
前
後
の
時
間
経
ա
に
併
ͤ
、

ඃ
災
現
場
等
か
ら
発
৴
さ
れ
る

な
ど
、
ྟ
場
ײ
や
ଈ
時
性
の
あ

る
و
重
な
情
報
ݯ
で
あ
る
と
ߟ

え
て
い
る
。

　
今
後
、
国
が
࡞
成
し
た
、
災

害
対
応
に
͓
け
る
̨
̣
̨
活
用 

Ψ
イ
ド
ϒ
ッ
ク
を
ࢀ
ߟ
に
、 

̨
̣
̨
の
情
報
を
効
Ռ
的
に
収

集
し
༗
効
活
用
で
き
る
よ
う
、

地
域
防
災
計
画
の
所
要
の
修
ਖ਼

を
行
い
、
ԁ

か
つ
ਝ

な
災

害
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
本

̎
月
末
現
ࡏ
、
同
計

画
を
࡞
成
し
た
施
設
の
ׂ
合
は

約
̕
ׂ
で
あ
っ
た
が
、
避
難
܇

࿅
実
施
の
ಧ
出
が
あ
っ
た
施
設

の
ׂ
合
は
̎
ׂ
ऑ
で
あ
る
。

　
今
後
、
災
害
発
生
時
に
施
設

利
用
者
等
が
ਝ

に
避
難
行
ಈ

を
行
い
、
安
全
が
֬
อ
で
き
る

よ
う
、
定
ظ
の
実
地
指
導
や
施

設

査
等
の
機
会
を
ଊ
え
、
全

て
の
対
象
施
設
に
対
し
、
さ
ら

に
ప
ఈ
し
た
指
導
・
ॿ
ݴ
を
行

っ
て
い
く
。

答答

　
　
開
࠵
時
の
状
況
に
応
じ
、

ײ
છ
防
止
対
策
を
行
う
必
要
が

あ
る
が
、
い
ず
れ
の
イ
ϕ
ン
ト

も
、
交
ྲྀ
人
口
の
֦
大
や
国
ࡍ

的
な
文
化
交
ྲྀ
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
時
代
に
͓
け
る
、
大
ن


イ
ϕ
ン
ト
開
࠵
の
一
つ
の
Ϟ

デ
ル
έ
ー
ス
と
な
り
、
創

都

市
・
高
松
の
さ
ら
な
る
文
化
・

観
光
ৼ
ڵ
に
大
き
く
ߩ
ݙ
す
る

よ
う
、
Ӷ
意
取
り
組
む
。

答

ߦ
ࡒ


ࡤ
や
ࢹ
ઢ
༠
導
標
等
を
設
置
す

る
な
ど
、
安
全
な
道
路
環
境
の

整
備
に
取
り
組
Μ
で
い
る
。

　
今
後
、
公
表
予
定
の
Ψ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
༏
ઌ
度
等

を
ద
ਖ਼
に

定
し
、
関
係
機
関

と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
市

道
の
効
Ռ
的
な
用
ਫ
路
等
転
མ

事
ނ
防
止
対
策
に
努
め
る
。

　
　
自
ら
事
ނ
防
止
対
策
を
ߟ

え
、
ਖ਼
し
い
交
通
行
ಈ
を
体
ݧ

す
る
こ
と
が
効
Ռ
的
で
あ
る
た

め
、
༮
少
ظ
か
ら
高
ྸ
者
ま
で

の
交
通
安
全
教
ࣨ
等
で
、
事
ނ

ө
૾
の
活
用
や
、
自
転
車
の


り
ํ
等
の
体
ݧ
Χ
リ
Ω
ュ
ラ
ム

を
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
様
々
な
機
会
を
ଊ

え
、
交
通
Ϟ
ラ
ル
の
向
上
に
努

め
る
ほ
か
、
ݝ
ܯ
へ
指
導
・
取

答 交
௨
ࢮ

事
ނ
の

ࢭ
ର
ࡦ

ɹ
ɹ
υ
ラ
Π
ό
ồ
の
ަ
௨
Ϟ
ラ

ル
の

͞
が
ࢮ

事
ނ
の
ݮ
গ

し
な
い
一
Ҽ
と
考
え
る
が
、
υ

ラ
Π
ό
ồ
は
も
と
Α
Γ
、
自
転

車
や
า
行
者
の
ަ
௨
Ϟ
ラ
ル
を

ߴ
め
る
た
め
に
、
ど
の
Α
͏
に

औ
Γ

Ή
の
か
。�

ừ
市

　民

フ
ォ
ー
ラ
ム
��
Ử

問

ɹ
ɹ
แ
ׅ
֎
෦

ࠪ
に
͓
い
て
、

施
設
૯
ྔ
の

ݮ


を
ୡ
成

で
き
な
い
状
況
で
も
、
ࡒ

ӡ

営
が
で
き
る
こ
と
を
市
ຽ

આ

໌
す
る
ඞ
要
が
͋
る
と
指
ఠ
͞

Ε
た
が
、
ͦ
の
ड
け
止
め
と
対

Ԡ
は
。�

ừ
ެ
໌
ౘ
Ử

問৬
һ
の
݉
ۀ
ڐ
Մ
ج
準
の

　
໌
֬
化

ࡂ

ൃ
生
時
の
̨
̣
̨
活
用

ɹ
ɹ
ࡂ

ൃ
生
࣌
に
、
ඃ

状

況
や
支
援

ࢿ
の
ニ
ồ
ズ
等

を
ਝ

に

Ѳ
で
き
る
Α
͏
、ɹ

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、

ใ
ऩ
ू

を
行
͏
考
え
は
。�

ừ
自
民
党

議
員
会
Ử

問

ཁ

ྀ
者
ར
用
施
設
の

　
ආ

֬
อ
計
ը
と
܇
࿅

ɹ
ɹ
ߴ
ྸ
者
が
ར
用
す
る
要


ྀ
者
ར
用
施
設
の
ආ

֬
อ
計

画
の
作
成
と
、
ආ

܇
࿅
の
࣮

施
に
対
し
、
支
援
し
て
い
く
考

え
は
。�

ừ
ެ
໌
ౘ
Ử

問

瀬
戸
内
国
ࡍ
ܳ
ज़
ࡇ
と

　
ߴ
দ
国
ࡍ
ϐ
Ξ
ϊ
ί
ϯ
ク
ー
ϧ

ɹ
ɹ
؍
ޫ
ध
要
の
ճ
෮
が
期
待

で
き
る
、

ށ
内
ࠃ
際
ܳ
ज़
ࡇ

̎
̌
̎
̎
と
ୈ
̑
ճ
ߴ
দ
ࠃ
際

ϐ
ア
ϊ
コ
ン
ク
ồ
ル
の
、
ಉ
年

։
࠵
に
向
け
た
意
ؾ
ࠐ
Έ
は
。

�

ừ
自
民
党

議
員
会
Ử

問

ୈ̐ճ高松ࡍࠃϐアϊコンクール

ɹ
ɹ
地
域
活
ಈ
の
୲
い
手
と
し

て
活
༂
が
期
待
͞
Ε
る
地
ํ
ެ

問


ࡂ

؍
ޫ


員
の
、
෭
業
の

ڥ
整
備
を

ଅ
す
ࠃ
の
௨

を
ड
け
、
市
৬

員
の
݉
業
許
可
ج
४
を
۩
体
的

に
໌
֬
化
す
る
考
え
は
。

�

ừ
市

　民

フ
ォ
ー
ラ
ム
��
Ử

แ
ׅ
֎
෦

ࠪ
の

　
ϑ
Ỹ
γ
Ϧ
ς
ỹ
Ϛ
ω
δ
ϝ
ϯ
τ
ʹ

　
　
ର
͢
Δ
ࢦ
ఠ
へ
の
ର
Ԡ

�

…………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………
　
　
大
ن

な
ϫ
ク
ν
ン
接
種

を
、
ԁ

か
つ
ਝ

に
行
う
た

め
、
高
松
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ϫ
ク
ν
ン
接
種
本
部
を
設

置
し
४
備
を
進
め
て
͓
り
、
ҩ

ྍ
機
関
で
行
う
個
ผ
接
種
を
基

本
に
、
総
合
セ
ン
タ
ー
等
の
会

場
で
行
う
集
ஂ
接
種
を
組
Έ
合

わ
ͤ
て
実
施
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
３
月
øü

か
ら
接
種

の
૬
ஊ
等
に
応
じ
る
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
ほ
か
、
集

ஂ
接
種
会
場
の
֬
อ
な
ど
、
関

係
機
関
と
協
ྗ
し
、
接
種
体
制

を
構
築
し
て
い
る
。

答

　
今
後
、
ҩ
ྍ
ै
事
者
に
続
き
、

ýü
ࡀ
Ҏ
上
の
高
ྸ
者
を
は
じ
め
、

基
ૅ
࣬
ױ
の
あ
る
ํ
や
高
ྸ
者

施
設
等
の
ै
事
者
等
、
ま
た
、

ͦ
れ
Ҏ
֎
の
一
ൠ
の
市
民
を
対

象
に
接
種
を
行
う
予
定
で
、
ॱ

࣍
、
ϫ
ク
ν
ン
接
種
݊
を
༣
ૹ

す
る
。

　
な
͓
、
現
ࡏ
、
ϫ
ク
ν
ン
の

ෆ

に
よ
り
、
国
が

定
し
た


ॳ
の
ス
έ
δ
ュ
ー
ル
よ
り


れ
て
い
る
が
、
今
後
、
国
か
ら

໌
֬
な
ス
έ
δ
ュ
ー
ル
が
ࣔ
さ

れ
࣍
ୈ
、


な
く
実
施
で
き

る
よ
う
、
ॾ
४
備
を
進
め
る
。

　
あ
わ
ͤ
て
、
市
民
の
自
主
的

な
接
種
に
は
、
ෆ
安
を
取
り
আ

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

接
種
の
安
全
性
や
必
要
性
等
の

理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
国
の
情

報
に
基
づ
き
、
ਝ

か
つ
ਖ਼
֬

な
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

　
　
目
指
す
都
市
૾
を
フ
リ
ー

ア
ド
レ
ス
シ
テ
ィ
た
か
ま
つ
と

掲
げ
、
デ
δ
タ
ル
を
ツ
ー
ル
に

答

人
と
人
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、

人
間
ら
し
く
生
活
す
る
た
め
の

交
ྲྀ
や
時
間
を
生
Έ
出
す
都
市

を
目
指
し
て
い
く
。

　
ྫ
え

、
交
通


で
は
、

Ҡ
ಈ
デ
ー
タ
を
ݤ
に
、
あ
ら
Ώ

る
交
通
機
関
の
ܾ
ࡁ
ツ
ー
ル
の

一
元
化
を
目
指
す
ほ
か
、
健
康

や
防
災
等
の


で
も
、
Ａ
Ｉ

等
の
ઌ
端
ٕ
術
を
活
用
し
、
大


な
ن
制
改
ֵ
等
に
よ
り
、
ະ

དྷ
の
生
活
を
ઌ
行
実
現
す
る
提

Ҋ
を
し
て
い
く
が
、
国
の
࠾


に
か
か
わ
ら
ず
、
可
能
な
も
の

は
ઌ
行
し
て
検
討
す
る
な
ど
、

全
ி
を
ڍ
げ
た
プ
ロ
δ
ỻ
ク
ト

と
し
て
Ӷ
意
取
り
組
む
。

　
　
同
๏
人
が
運
営
す
る
、
݀

ਧ
デ
β
イ
ン
Χ
レ
ッ
δ
や
開
学

予
定
の
ͤ
と
う
ͪ
観
光
専
門
職


ظ
大
学
と
、
観
光
プ
ロ
Ϟ
ー

シ
ἀ
ン
等
を
連
携
し
て
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
͓
り
、
ط
に
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ା
の
デ
β
イ

答

ン

新
に
、
学
生
の
ア
イ
デ
ア

を
取
り
入
れ
る
४
備
を
進
め
て

い
る
。

　
今
後
、

面
す
る
課
題
の
解

ܾ
に
連
携
し
て
取
り
組
む
ほ
か
、

観
光
業
ք
を
ݗ
引
し
、
地
ํ
創

生
に
ߩ
ݙ
す
る
人
ࡐ
育
成
支
援

や
、
ए
者
の
ࢹ
点
も
取
り
入
れ

た
ま
ͪ
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答

要

や
点
検
等
に
よ
り
ة

ݥ
Օ
所
を
把
握
し
、
転
མ
防
止


ද
質


ɹ
ɹ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ԁ

࣮

施
に
向
け
た
体
制
を
ߏ
築
す
る

考
え
は
。

�ừ
自
民
党

議
員
会
・
ެ
໌
ౘ
・
新

政

同
志
会
Ử

ɹ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
४
備
状
況

と
、
ݱ
࣌

で
の
接
種
ス
έ
ジ�

ュ
ồ
ル
は
。�

ừ
市

　民

フ
ォ
ー
ラ
ム
��
Ử

問

ɹ
ɹ
学
校
法
人
݀
ਧ
学
Ԃ
と
の

แ
ׅ
協
定
క
݁
を
ܖ
ػ
に
、
ए

者
の
ࢹ

も
औ
Γ
ೖ
Ε
た
؍
ޫ

ৼ
ڵ
等
の
·
ͪ
ͮ
く
Γ
に
औ
Γ


Ή
考
え
は
。�

ừ
自
民
党

議
員
会
Ử

問

ɹ
ɹ
ス
ồ
ύ
ồ
シ
テ
ィ
型
ࠃ
Ո

ઓ
ུ
ಛ
ผ
۠
域
の
指
定
に
向
け

た
、
ࠃ

の
提
Ҋ
の
֓
要
と
ࠓ

ޙ
の
ల

は
。�
ừ
自
民
党

議
員
会
Ử

ɹ
ス
ồ
ύ
ồ
シ
テ
ィ
ߏ

に
͓

け
る
�
�
�
�
年
ࠒ
の
ຊ
市
の

࢟
と
、
औ
Γ

Ή
ઌ
端
的
α
ồ

Ϗ
ス
の


は
。�

ừ
新

政

同
志
会
Ử

問

ɹ
ɹ
ݝ
と
市
ொ
等
で
ߏ
成
す
る
、

用
ਫ
࿏
等
転
མ
事
ނ
防
止
対
策

ݕ
౼
ҕ
員
会
の
Ψ
Π
υ
ラ
Π
ン

を
౿
·
え
た
、
市
ಓ
に
͓
け
る

用
ਫ
࿏
等

の
転
མ
事
ނ
防
止

に
向
け
た
、
ࠓ
ޙ
の
対
策
は
。

�

ừ
自
民
党

議
員
会
Ử

問

৽
ܕ
ί
ロ
φ
ウ
Π
ϧ
ε

　
ϫ
ク
ν
ϯ
の

छ
体
੍

ε
ー
ύ
ー
γ
ς
ỹ
ߏ


࣭
問
ऀ

࣭
問
の
ओ
ͳ

༰

自
民
党
議
員
会中村

順
一

公
明
党

竹
内
俊
彦

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
ùø

吉
峰
幸
夫

新
政
同
志
会三

笠
輝
彦

政
治
姿
勢
、
行
財
政
、

ま
ち
づ
く
り
、
防
災
、

安
全
・
安
心
、
産
業
、

観
光
、
福
祉
、
保
健
・

病
院

ワ
ク
チ
ン
、
ク
ラ
ス

タ
ー
、
学
校
、
行
財

政
、
防
災
・
減
災
、

監
査
、
自
立
支
援
、

経
済
、
徳
島
文
理
大

学
香
川
校
、
教
育

財
政
、
コ
ロ
ナ
、
行

政
組
織
再
編
、
地
方

公
務
員
、
交
通
事
故
、

核
ご
み
、
た
め
池
、

少
子
化
、
自
殺
、
学

校
給
食
、
教
職
員

政
治
姿
勢
、
行
財
政
、

ま
ち
づ
く
り
、
産
業

振
興
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
、
福
祉
、

教
育
、
防
災
・
減
災


࣏
࢟


用
ਫ
࿏
等
へ
の

　
స
མ
事
ނ

ࢭ
ର
ࡦ

ए
者
の
ࢹ

Λ
औ
Γ
ೖ
Ε
ͨ

　
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

ͤと͏ͪޫ؍ઐ৬ظେֶ

·
ͪ
ͮ
͘
Γ



�
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質  

疑
　
　
全
て
市
道
ฒ
Έ
の
整
備
は

ࠔ
難
ͩ
が
、
通
行
に
ة
ݥ
な
場

合
な
ど
は
、
ډ
住
༠
導
۠
域
の


֎
を
問
わ
ず
ิ
修
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
ద

に
機
能
管
理

を
行
い
、
用
ਫ
路
に
ྡ
接
す
る


道
が
市
道
と
交
わ
る
Օ
所
は
、

市
道
ଆ
に
ࢹ
ઢ
༠
導
標
を
設
置

す
る
な
ど
、
転
མ
事
ނ
防
止
対

策
を
講
じ
て
い
く
。

他
౦
ژ
̎
̌
̎
̌
Φ
リ
ン 

ϐ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ϐ
ッ
ク
、

̎
̌
̎
̍
δ
Ỿ
パ
ン
パ
ラ

上

答

答

୭
で
も
、
い
つ
で
も

用

で
き
る
こ
と
が
、
一
ࠁ
を
૪
う

ٹ
໋
ٹ
ٸ
活
ಈ
に
͓
い
て
効
Ռ

的
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
必
要

性
に
応
じ
、
可
能
な
も
の
か
ら
、

ܖ
約
ߋ
新
に
併
ͤ
、

֎
設
置

を
検
討
す
る
。

他
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ϒ
༡
۩
、
子

育
て
支
援

　
　
ة
ݥ
ۭ
き
Ո
の
আ
٫
等
の 

促
進
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、


յ
の
͓
ͦ
れ
が
あ
る
な
ど
、

答

ஶ
し
く
ة
ݥ
な
Ո

に
加
え
、

໌
ら
か
に
ډ
住
可
能
な
状
ଶ
に

な
い
Ո

も
、
ಛ
ྫ
ા
置
の
ద

用
আ
֎
を
講
じ
、
ۭ
き
Ո
対
策

に
Ӷ
意
取
り
組
Μ
で
い
く
。

他
෩

、
ෆ

࣏
ྍ
、
ಇ
き
ํ

改
ֵ

答

ઌ
の
見
通
ͤ
な
い
現
代
の

ଟ
様
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

༏
れ
た
ࢿ
質
能
ྗ
を
༗
す
る
教

員
の
֬
อ
が
大
ม
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
同
会
ஊ
に

͓
け
る
議
題
の
一
つ
と
し
て
教

員
֬
อ
を
取
り
上
げ
、
議

す

る
こ
と
を
提
Ҋ
し
て
い
く
。

他
コ
ロ
ナ
、
情
報

策
、
国
ض
・

市
ض

答

࠷
ॳ
の
૭
口
で
૬
ஊ

༰

を
ஸ
ೡ
に
ௌ
き
、
関
係
部
署
に

つ
な
͙
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

今
後
も
、
ෳ
合
的
な
課
題
を
๊

え
た
ํ
を
แ
ׅ
的
に
支
援
す
る
、

ま
る
͝
と

ࢱ
૬
ஊ
員
や
、
つ

な
が
る

ࢱ
૬
ஊ
૭
口
の
֦
ॆ

の
ほ
か
、
職
員
研
修
の
実
施
や
、

関
係
部
署
と
の
連
携
強
化
な
ど
、



に
受
け
止
め
る
૬
ஊ
体
制

を
、
さ
ら
に
ॆ
実
さ
ͤ
て
い
く
。

他
֩
ฌ
ث
、
予
ࢉ
、
֗
路
थ

　
　
他
都
市
で
ૌ
ু
事
ྫ
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
入
会
時
の
意
ࢥ

֬
ೝ
な
ど
、
運
営
ํ
๏
の
改
善

に
つ
い
て
高
松
市
̥
̩
Ａ
連
བྷ

答

協
議
会
と
協
議
し
て
͓
り
、
໌

֬
な
入
会
意
ࢥ
が
֬
ೝ
さ
れ
て

い
な
い
状
ଶ
で
の
会
費

収
は
、

๏
的
な
問
題
が
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
る
と
ೝ
ࣝ
し
て
い
る
。

他
標
४

、
ϫ
ク
ν
ン
接
種
へ

の
Ϛ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用
、
ୈ
�4


地
図
と
چ
公
図
の
関
係

　
　
Φ
ン
ラ
イ
ン

ྍ
は
、
ײ

છ
を
ڪ
れ
て
、
ҩ
ྍ
機
関
へ
の

受

を
߇
え
る
ױ
者
等
へ
の
༗

効
な
ํ
策
の
一
つ
で
あ
る
た
め
、

今
後
、
効
Ռ
的
な
活
用
に
つ
い

て
、
ϗ
ー
ム
ϖ
ー
δ
や
広
報
高

松
・
̨
̣
̨
等
の
様
々
な
ഔ
体

を
通
じ
、
प

に
努
め
る
。

他
ま
ͪ
づ
く
り
、
Ｉ
Ｃ
̩
教
育
、

防
災
、
広
報
高
松

答

̖
̚
̙
の

֎
ઃ
ஔ

質
ެ
共
施
設
の
̖
̚
̙
を
、

ùû
࣌
ؒ
୭
も
が

用
で
き
る
Α

͏
、
̖
̚
̙
の
リ
ồ
ス
ܖ

ߋ

新
な
ど
に
ซ
ͤ
、
可

な
ݶ
Γ


֎
に
設
ஔ
す
る
考
え
は
。

る
૬
ஊ
を
、


に
ड
け
止
め

る
࿈
ܞ
し
た
体
制
が
ඞ
要
と
考

え
る
が
ど
͏
か
。


ಓ
の
҆
શ
֬
อ

質
ډ
ॅ
༠
導
۠
域
の
用
ਫ
࿏

等
に
ྡ
接
す
る

ಓ
の
、
ฮ


や
用
ਫ
࿏
の
֖
ֻ
け
を
市
ಓ
ฒ

Έ
に
行
͏
考
え
は
。

े৴
ʢࣗຽౘٞһձʣ

ۭ
͖
Ո


の
ղ
ফ

質
ॅ

用
地
の
ݻ
定
ࢿ
࢈
੫

は
、
ಛ
ྫ
に
Α
Γ
੫
ෛ
୲
が
軽

ݮ
͞
Ε
る
が
、
ډ
ॅ
可

と
ೝ

め
Β
Ε
な
い
Ո

の
敷
地
に
対

し
、
ੵ
ۃ
的
に
ಛ
ྫ
আ
֎
を
行

͏
考
え
は
。

தढ़հ
ʢࢢຽϑΥʔϥϜ21ʣ

教
һ
の
֬
อ

質
େ
き
な
՝

で
͋
る
教
員

֬
อ
を
、

事
・
ߴ
দ
市

ト

ッ
プ
会
ஊ
の
ॏ
要
՝

と
し
て

औ
Γ
上
͛
る
考
え
は
。

߳༸ೋ
ʢ৽ಉࢤձʣ

̥
̩
̖
ձ
අ
の

ऩ

質

意
加
ೖ
で
͋
る
こ
と
を

આ
໌
ͤ
ͣ
、
学
校

ऩ
ۚ
と
๊

き
߹
Θ
ͤ
で
̥
̩
̖
会
අ
の


ऩ
を
行
ỳ
て
い
る
こ
と
に
対
す

る
考
え
は
。

২ాਅل
ʢࢢຽվֵωοτʣ

用
ਫ
࿏
の
֖
ֻ
͚

質
生
活
ಓ
࿏
整
備
事
業
に
Α

େݟণ߂
ʢࣗຽౘٞһձʣ

େࢠߴࢁ
ʢެ໌ౘʣ

Φ
ン
ラ
Π
ン

ྍ
の
̥
Ｒ

質
新
型
コ
ロ
ナ

Π
ル
ス
ײ

છ
֦
େ
に
Α
Γ
、
࣌
ݶ
的
に
可


と
な
ỳ
た
、
Φ
ン
ラ
Π
ン


ྍ
の
活
用
を
̥
Ｒ
す
る
考
え
は
。

ਖ਼༤ݪ౻
ʢࣗຽౘٞһձʣ


ࢱ
૬
ஊ
ʹ
対
͢
Δ
࿈
ܞ
ମ
੍

質
૬
ஊ
ઌ
が

か
Β
な
い
こ

と
が
ଟ
い
た
め
、
福
祉
に
ؔ
す

Ԭా·ͳΈ
ʢຊ࢈ڞౘʣ

�

ද質

…………………………………………………………………………………………………………
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ɹ
ɹ

ౡ
؍
ޫ
の
͞
Β
な
る
ൃ

ల
の
た
め
、
շ
ద
で
ັ
ྗ
的
な
、

新
た
な
Ҡ
ಈ
手
ஈ
と
し
て
、


ౡ
ࢁ

Α
Γ
ࢁ

に
ࢸ
る
ロ
ồ

プ

Τ
ồ
を
設
ஔ
す
る
考
え
は
。

�
ừ
自
民
党

議
員
会
Ử

問
ɹ
ɹ
ࡢ
年
ø÷
݄
に
։
࠵
し
た
、

市
内
事
業
者
で
ߏ
成
͞
Ε
る
ܦ

ࡁ
ஂ
体
等
と
の
意
見
ަ

会
で

は
、
ど
の
Α
͏
な
意
見
が
出
て
、

ݱ
状
を
ど
͏

Ѳ
・

ੳ
し
た

の
か
。�

ừ
新

政

同
志
会
Ử

問

ɹ
ɹ
建
設
業
法
等
の
改
ਖ਼
を
ड

け
、
୲
い
手
の
֬
อ
や
ೖ
ࡳ
不

ௐ
の
防
止
等
に
も
つ
な
が
る
、

ެ
共

事
の
施

࣌
期
の
ฏ
४

化
に
向
け
た
ࠓ
ޙ
の
औ

は
。

�

ừ
新

政

同
志
会
Ử

問
げ
の
減
少
や
、
国
の
経
ࡁ
対
策

を
活
用
し
ޏ
用
の
ҡ
࣋
等
に
努

め
て
い
る
現
状
を
伺
っ
た
ほ
か
、

コ
ロ
ナ
禍
を

り

る
た
め
の

事
業
展
開
に
対
す
る
、
行

の

後
ԡ
し
の
要

も
出
さ
れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
Ө
ڹ
が
市

に

強
く
ٴ
Μ
で
い
る
こ
と
を
改
め

て
ೝ
ࣝ
し
て
͓
り
、
市

経
ࡁ

の
ҡ
࣋
・
ճ
෮
に
向
け
、
国
や

ݝ
と
連
携
・
ิ

し
た
、
本
市

の
さ
ら
な
る
取
組
が
必
要
で
あ

る
と
ߟ
え
る
。

　
　
ྩ

元

度
か
ら
、

事

の
入
ࡳ
・
ܖ
約
を
前

度
に
行

う
、
い
わ
Ώ
る
ゼ
ロ
市
࠴
を
活

用
し
て
い
る
ほ
か
、

度

に

ॡ

が
見
ࠐ
め
な
い

事
に
は
、

࠴
務
ෛ
୲
行
ҝ
を
設
定
す
る
な

ど
、
ฏ
४
化
を
促
進
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
ゼ
ロ
市
࠴
を
積
極

的
に
活
用
す
る
ほ
か
、
国
か
ら

答

　
　

ౡ
ࢁ
上
で
の
長
ظ
的
な

に
͗
わ
い
創
出
の
観
点
か
ら
、

自
ಈ
車
Ҏ
֎
の
ア
ク
セ
ス
手
ஈ

の
検
討
も
必
要
と
ߟ
え
て
い
る
。

　
ロ
ー
プ
ウ
Τ
ー
は
、
Ҡ
ಈ
ͦ

の
も
の
が
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と

な
る
ັ
ྗ
的
な
も
の
で
あ
り
、

国
立
公
Ԃ
等
を
観
光
ৼ
ڵ
に
生

か
す
取
組
が
活
発
化
し
て
い
る

国
の
ಈ
き
も
౿
ま
え
、

ౡ
の

Ձ

を
さ
ら
に
生
か
ͤ
る
ア
ク

セ
ス
の
実
現
に
向
け
、
国
に
対

し
協
ྗ
を
ಇ
き
か
け
る
。

　
　
意
見
交

会
で
は
、
ച
上

答答

ࣔ
さ
れ
た
ॊ
ೈ
な

ظ
設
定
等

の
検
討
も
進
め
、
本
市
の
実
情

に
ଈ
し
た
、
よ
り
効
Ռ
的
な
取

組
を
推
進
す
る
。

　
　
ྩ

３

度
末
ま
で
の


機
児
童
解
ফ
に
向
け
、
入
会
ر


児
童

の
見
ࠐ
Έ
を
౿
ま
え

た
、
計
画
的
な
受
ࡼ
֬
อ
に
取

り
組
Μ
で
い
る
。

　
今
後
、
学
校
の
༨
༟
・
ಛ
ผ

教
ࣨ
の
活
用
・
ڞ
用
を
基
本
に
、

Ն
ق
ݶ
定
利
用
の
ニ
ー
ズ
に
も

ద
合
し
た
受
ࡼ
を
֬
อ
す
る
ほ

か
、
民
間
事
業
者
に
整
備
が
必

要
な
地
域
の
情
報
等
を
提
供
し
、

事
業
ࢀ
入
し
や
す
い
環
境
を
整

え
る
な
ど
、

機
児
童
解
ফ
に

向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
む
。

答

　
　
ྩ

̎

度
の
新
ن
૬
ஊ

݅

は
ࡢ

度
同
ظ
と
ൺ

̎

ׂ
減
少
し
て
い
る
が
、
住
ډ
֬

อ
څ
付
ۚ
ਃ

は
本

̍
月
末

時
点
で
☠☠☟
݅
と
、
ࡢ

度
の
̔

݅
か
ら
ٸ
૿
し
て
͓
り
、
一
時

的
に
ࢿ
ۚ
が
必
要
に
な
っ
た
ํ

へ
の
ି
付
け
も
ٸ
૿
し
て
い
る
。

　

ഭ
し
た
状
ଶ
に
あ
る
ࠔ
ځ

者
の
૿
加
に
強
い
ة
機
ײ
を
๊

い
て
͓
り
、
生
活
ࠔ
ځ
者
の
自

立
に
向
け
、
さ
ら
な
る
支
援
体

制
の
強
化
や
取
組
の
ॆ
実
が
٤

ۓ
の
課
題
と
ೝ
ࣝ
し
て
い
る
。

　
　
効
Ռ
的
な
Ｉ
Ｃ
̩
の
活
用

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
教
職
員
用

ϗ
ー
ム
ϖ
ー
δ
の
খ
中
学
校
の

実
ફ
事
ྫ
を
さ
ら
に
ॆ
実
さ
ͤ

る
ほ
か
、
研
究
指
定
校
で
、
情

報
活
用
能
ྗ
の
到
ୡ
目
標
を
指

導
計
画
に
位
置
づ
け
त
業
を
実

ફ
し
、
ͦ
の
成
Ռ
を
ී
ٴ
し
て

い
く
。

　
さ
ら
に
、
学
校
生
活
全
ൠ
に

͓
い
て
一
人
一

端
末
を
積
極

的
に
活
用
し
、
Ｉ
Ｃ
̩
活
用
の

答答


ৗ
化
を
図
る
中
で
、
児
童
生

ె
の
情
報
活
用
能
ྗ
の
育
成
に

努
め
る
。

　
　
公
会
計
化
に
よ
り
、
教
職

員
の
業
務
改
善
や
子
供
に
向
き

合
う
時
間
が
֬
อ
さ
れ
る
ほ
か
、

コ
ン
ビ
ニ
Τ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の

ೲ
付
も
可
能
と
な
る
な
ど
、
学

校
教
育
の
質
と
อ
ޢ
者
の
利
便

性
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
国
の
Ψ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
き
、
導
入
に
向
け
た
課
題
の

整
理
に
努
め
て
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
調
査
・
研
究
し
て

き
た
効
Ռ
や
課
題
を
౿
ま
え
、

学
校
څ
食
費
の
公
会
計
化
の
導

入
に
向
け
、
Ӷ
意
取
り
組
む
。

答

ɹ
ɹ
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

Ή
中
、
ࠃ
際
ࣾ
会
で
ޙ
Ε
を
औ

る
、
ࣇ
ಐ
生
ె
の

ใ
活
用


ྗ
の
育
成
に
向
け
た
औ

は
。

�

ừ
ެ
໌
ౘ
Ử

問 児
童
生
徒
の

　
情
報
活
用
能
力
の
育
成

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

　
待
機
児
童
解
消

経
済
団
体
等
と
の
意
見
交
換
会

生
活
困
窮
者
へ
の
自
立
支
援

産
業

ɹ
ɹ
共
ಇ
き
ੈ
ଳ
の
増
加
で
ध

要
が
ߴ
·
る
、
์
՝
ޙ
ࣇ
ಐ
ク

ラ
ϒ
の
待
ػ
ࣇ
ಐ
の
ղ
ফ
に
向�

け
、
औ
Γ

Ή
考
え
は
。

�

ừ
自
民
党

議
員
会
Ử

問

ɹ
ɹ
教
৬
員
の
業

ෛ
୲
を
軽

ݮ
す
る
た
め
、
学
校
څ
食
අ
の


ऩ
・
管
理
業

が
自
࣏
体
の


ׂ
と
な
る
、
ެ
会
計
制
度
を

導
ೖ
す
る
考
え
は
。�ừ
市

　民

フ
ォ
ー
ラ
ム
��
Ử

問

公
共
工
事
の

　
施
工
時
期
の
平
準
化

学
校
給
食
費
の
公
会
計
化

対
す
る
ॴ
ײ
は
。�

ừ
ެ
໌
ౘ
Ử

ɹ
ɹ
自
立
૬
ஊ
支
援
η
ン
タ
ồ

た
か
·
つ
の
、
生
活
ࠔ
ځ
者
か

Β
の
૬
ஊ
状
況
や
ॅ
ډ
֬
อ
څ


ۚ
の
ਃ

状
況
と
、
ͦ
Ε
に

問

瀬
戸
内
海
国
立
公
園
屋
島
へ
の

　
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
設
置

̍ਓ̍を用したत業の༷ࢠ

福
祉
・
教
育



�
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…………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………

質疑

の
取
組
に
加
え
、
手
書
き
の
文

字
を
デ
ー
タ
化
す
る
Ａ
Ｉ
― 

Ｏ
Ｃ
Ｒ
を
活
用
し
、
業
務
を
効

率
化
し
た
こ
と
で
、
人
員
と
時

間
が
大
幅
に
縮
減
さ
れ
た
。

　
Ａ
Ｉ
等
の
導
入
は
、
様
々
な

業
務
で
、
事
務
処
理
の
効
率
化

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
積
極
的
に
導
入
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。

他
観
光
、
高
松
市
美
術
館

　
　
教
員
が
互
い
に
学
び
合
え

る
環
境
の
創
出
に
加
え
、
関
係

部
署
と
の
連
携
や
、
民
間
事
業

者
の
サ
ー
ビ
ス
活
用
に
よ
り
、

教
員
の
質
問
に
専
門
的
な
立
場

か
ら
答
え
ら
れ
る
体
制
を
整
備

す
る
。

　
ま
た
、
教
職
員
研
修
に
よ
り
、

同
教
育
へ
の
理
解
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
努
め
る
。

答

他
避
難
所
運
営

　
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に

関
す
る
基
本
指
針
を
改
定
し
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
予
防
す
る
研

修
を
強
化
す
る
ほ
か
、
再
発
防

止
の
た
め
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

行
っ
た
職
員
に
、
改
善
等
を
促

す
研
修
も
新
た
に
実
施
す
る
な

ど
、
さ
ら
な
る
対
策
強
化
に
よ

り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職

場
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

他
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
社
会
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ

ッ
プ
制
度
、
公
文
書

答

答

良
好
な
都
市
環
境
の
形
成

や
、
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
、

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

等
の
目
標
を
掲
げ
た
、
自
転
車

活
用
推
進
計
画
を
３
月
末
に
策

定
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

か
ら
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

　
今
後
は
、
関
係
機
関
等
と
連

携
し
て
、
総
合
的
に
各
種
施
策

を
展
開
し
、
自
転
車
活
用
の
さ

ら
な
る
推
進
に
取
り
組
む
。

他
事
業
承
継
支
援
、
少
子
化

答

こ
ど
も
食
堂
等
の
事
業
は
、

営
業
許
可
の
要
否
に
か
か
わ
ら

ず
、
食
品
の
衛
生
管
理
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
今
後
、

営
業
許
可
の
対
象
を
整
理
す
る

と
と
も
に
、
安
全
な
食
事
提
供

が
行
え
る
よ
う
、
同
指
針
の
策

定
に
向
け
検
討
を
行
う
。

他
文
化
芸
術
、
教
育
、
事
業
継

続
支
援
、
民
生
・
児
童
委
員

　
　
学
校
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
中
心
施
設
の
一
つ
で
あ
る

た
め
、
今
後
、
高
松
型
学
校
運

営
協
議
会
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
協
議
会
の
意
見
も
伺
い
、
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

に
生
か
し
て
い
く
。

他
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
と
取
組
、

教
育
と
産
学
官
、
図
柄
入
り
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
本
市
業
務

答

　
　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
接

種
予
約
が
殺
到
し
た
場
合
に
、

24
時
間
受
付
が
可
能
と
な
る
な

ど
利
便
性
は
高
い
が
、
個
人
単

位
の
接
種
状
況
等
を
把
握
す
る

た
め
、
国
が
構
築
を
進
め
る
、

新
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
や
経
費

な
ど
の
課
題
も
あ
る
た
め
、
引

き
続
き
、
新
シ
ス
テ
ム
や
ア
プ

リ
の
情
報
を
収
集
し
、
他
市
の

取
組
を
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

他
災
害
対
応
、
骨
髄
バ
ン
ク

　
　
合
併
時
の
建
設
計
画
の
重 

点
取
組
事
項
に
位
置
づ
け
、 

Ｊ
Ｒ
端
岡
駅
南
口
の
駅
舎
や
駅

前
広
場
、
ア
ク
セ
ス
道
路
等
の

整
備
を
、
市
主
体
で
一
体
的
に

計
画
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
Ｊ
Ｒ
四
国
や
地
元

代
表
住
民
等
と
協
議
・
調
整
を

図
り
、
西
部
南
地
域
の
交
通
結

束
拠
点
と
し
て
の
整
備
の
推
進

に
努
め
る
。

他
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

答答

教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化

質
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン�

シ
ッ
プ
教
育
の
推
進
に
向
け
、

教
員
を
支
援
す
る
た
め
の
体
制

を
整
備
す
る
考
え
は
。

य़ా࢘ܟ
ʢެ໌ౘʣ

自
転
車
活
用
の
推
進

質
健
康
増
進
や
二
酸
化
炭
素

の
排
出
抑
制
に
加
え
、
旅
行
者

の
増
加
も
期
待
で
き
る
、
自
転

車
活
用
を
推
進
す
る
考
え
は
。

ఱӢઍܙඒ
ʢ৽ಉࢤձʣ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策

質
令
和
３
年
度
以
降
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
防
止
対
策
を
強
化

す
る
考
え
は
。

ݑ
ʢࢢຽϑΥʔϥϜ21ʣ

報
技
術
に
関
す
る
社
会
問
題
等
を
理
解

し
、
責
任
を
持
っ
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

利
用
す
る
た
め
の
規
範

σ
ジ
λ
ϧ
ɾ
γ
テ
ィ
ζ
ϯ
γ
ỽ
ϓ
ộ


食
品
衛
生
管
理
指
針
の
作
成

質
こ
ど
も
食
堂
な
ど
、
福
祉

目
的
で
食
事
を
提
供
す
る
事
業

に
つ
い
て
、
一
定
の
条
件
下
で
、

食
品
衛
生
法
上
の
営
業
許
可
を

不
要
と
す
る
、
食
品
衛
生
管
理

指
針
を
作
成
す
る
考
え
は
。

੪౻ɹम
ʢࣗຽౘٞһձʣ

Ｊ
Ｒ
端
岡
駅
の
周
辺
整
備

質
Ｊ
Ｒ
端
岡
駅
周
辺
の
整
備

事
業
を
、
市
が
主
導
的
な
立
場

で
引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
考

え
は
。

Ԭষ
ʢࣗຽౘٞһձʣ

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
の
管
理

質
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

個
人
の
接
種
状
況
を
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

ア
プ
リ
で
、
手
軽
に
管
理
す
る

考
え
は
。

தଜलࡾ
ʢެ໌ౘʣ

香
南
小
学
校
の
改
築

質
香
南
中
学
校
の
敷
地
内
に�

改
築
し
、
体
育
館
等
の
施
設
の

共
用
を
計
画
し
て
い
る
、
香
南�

小
学
校
新
校
舎
建
築
に
際
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の

意
見
を
生
か
す
考
え
は
。 ௰ɹਖ਼

ʢࣗຽౘٞһձʣ

�
他ɺͦͷଞͷ࣭߲Λࡌܝ

…………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………

　
　
ݝ
や
市
ொ
で
構
成
す
る
用

ਫ
路
等
転
མ
事
ނ
防
止
対
策
検

討
委
員
会
が
、
３
月
末
ま
で
に

策
定
す
る
Ψ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
の

っ
と
り
、
安
全
対
策
の
༏
ઌ
度

が
高
い
用
ਫ
路
等
を
ؚ
む
場
合

に
֖
ֻ
け
等
が
で
き
る
よ
う
、

生
活
道
路
整
備
事
業
事
務
処
理

要
ߝ
の
見

し
を
検
討
す
る
。

他
高
ྸ
者
อ
健

ࢱ
計
画
、
防

災答

Ի

文
字
化
ア
プ
リ
を


ࡌ
し
た
タ
ϒ
レ
ッ
ト
の
本
ி
舎

等
で
の
活
用
や
、
手

へ
の
理

解
推
進
等
に
取
り
組
Μ
で
い
る
。

　
今
後
も
、
大
学
や

ళ
֗
と

連
携
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
έ
ー
シ

ἀ
ン
支
援
Ϙ
ー
ド
を

࡞
す
る

な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
έ
ー
シ
ἀ
ン

答

手
ஈ
の
ී
ٴ
と
利
用
促
進
に
取

り
組
む
。

他
難
ௌ
児
支
援
、
自
Ո
ফ
費
型

ଠ
ཅ
光
発
ి

　
　
地
域
の
つ
な
が
り
の
ر
ബ

化
に
よ
り
、
自
࣏
会
活
ಈ
へ
の

関
心
が
ബ
れ
た
こ
と
な
ど
が
要

Ҽ
の
ࠜ
ఈ
に
あ
る
た
め
、
ྩ


̎

度
は
、
自
࣏
会
ハ
ン
ド
ϒ

ッ
ク
の
࡞
成
や
自
࣏
会
の
̥
Ｒ

等
に
取
り
組
Μ
ͩ
。

　
今
後
も
、
自
࣏
会
に
関
す
る

૬
ஊ
等
に
応
じ
る
サ
ϙ
ー
ト
リ

ー
μ
ー
の

置
な
ど
、
地
域
と

ڞ
に
、
自
࣏
会
の
再
生
・
活
性

化
を
図
っ
て
い
く
。

答

答

道
路
環
境
と
の
ద
応
性
や

২

ス
ϖ
ー
ス
の
֬
อ
、
Ⴉ
定

の
ҡ
࣋
管
理
コ
ス
ト
等
の
課
題

が
あ
る
た
め
、
২
थ
ଳ
や
า
道

の
状
況
を
調
査
し
た
上
で
、
幅

員
等
に
༨
༟
の
あ
る
Օ
所
に
ࢼ

行
的
に
২

し
、
֗
路
थ
と
し

て
の
ద
応
性
や
管
理
上
の
課
題

を
調
査
し
て
い
く
。

他
ド
ロ
ー
ン
、
ײ
છ
予
防
策

答

Ԙ
ߐ
道
の
駅
Τ
リ
ア
整
備

基
本
計
画
で
、
定
住
人
口
の
ҡ

࣋
・
૿
加
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
ほ
か
、
住
民
生
活
を
支
え
る

Ҡ
ಈ
手
ஈ
等
も
検
討
し
て
い
く
。

　
今
後
も
、
地
元
住
民
と
の
意

見
交

等
を
行
い
、
安
心
し
て

住
Έ
続
け
ら
れ
る
ま
ͪ
の
実
現

に
د
༩
で
き
る
Ԙ
ߐ
道
の
駅
Τ

リ
ア
を
構
築
す
る
。

他
国
อ
ྉ
、
߳

ఉ
ٿ
場

　
　
子
供
の
ਫ਼
ਆ
的
な
安
定
を

図
る
と
と
も
に
、
個
ผ
の
学
श

支
援
等
を
行
う
ほ
か
、
อ
ޢ
者

へ
の
必
要
な
支
援
に
よ
り
、
Ո

ఉ
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
で
、

子
供
の
ෛ
୲
ܰ
減
に
努
め
て
い

る
。

　
今
後
も
、
子
供
や
ͦ
の
Ո


が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

学
校
と
関
係
機
関
等
が
໖
ີ
な

連
携
を
図
り
、
ద

に
支
援
し

て
い
く
。

他
性
教
育
、
ಠ
り

Ո
ఉ
支
援

答

　
　
ݝ
の
Ψ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

地
域
の
理
解
を
ಘ
な
が
ら
ద


に
設
置
・
管
理
す
る
よ
う
、
事

業
者
に
住
民
આ
໌
会
実
施
報
ࠂ

書
等
の
提
出
を
ٻ
め
て
͓
り
、

市
ொ
へ
も
情
報
提
供
さ
れ
る
。

　
ೝ
定
は
国
が
行
う
が
、
Ψ
イ

ド
ラ
イ
ン
等
に
Ԋ
っ
て
、
地
域

ಛ
性
や
実
情
に
合
っ
た
ೝ
定
等

が
行
わ
れ
る
よ
う
、
国
や
ݝ
と

連
携
し
て
取
り
組
む
。

他
教
育
、
อ
育
、
高
松



　
　
ਃ

者
の
事
務
ෛ
୲
ܰ
減

答答

Ϡ
ン
ά
έ
Ξ
ラ
ồ

の
ࢧ
ԉ

質
Ո

の
հ
ޢ
や
έ
ア
を
行

͏
、
Ϡ
ン
ά
έ
ア
ラ
ồ
の
ࢠ
供

や
ͦ
の
Ո
ఉ
に
支
援
を
行
͏
考

え
は
。

ଠా҆༝ඒ
ʢࢢຽվֵωοτʣ

ࠇ
দ
Λ
活
用
͠
ͨ
ܠ
؍
ͮ
͘
Γ

Ԙ
ߐ

Ҭ
の
活
ੑ
化

質
ප
Ӄ
改
築
等
を

ػ
と
ଊ

え
、
·
ͪ
の
ັ
ྗ
等
を
生
か
し

て
Ԙ
ߐ
の
定
ॅ
人
ޱ
を
増
や
し
、

ॅ
Έ
׳
Ε
た
地
域
で
҆
৺
し
て

ॅ
Έ
続
け
Β
Ε
る
Α
͏
、
地
ݩ

ॅ
ຽ
と
議

し
て
い
く
考
え
は
。

౻Α͍
ʢຊ࢈ڞౘʣ

質
ߴ
দ
ຍ

の
࢈
地
に
向
か

͏
期
待
ײ
や
झ
が
ײ
͡
Β
Ε
る

Α
͏
、
市
ಓ

ଠ
َ
ແ
ઢ
に
ࠇ

দ
を
活
用
し
た
֗
࿏
थ
ܠ
؍
を

ܗ
成
す
る
考
え
は
。

報
技
術
に
関
す
る
社
会
問
題
等
を
理
解

し
、
責
任
を
持
っ
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

利
用
す
る
た
め
の
規
範

る
用
్
地
域
内
の
ಓ
࿏
֦
෯
等

の
࣮
施
に
ซ
ͤ
、
҆
શ
対
策
の

؍

か
Β
、
ྡ
接
す
る
用
ਫ
࿏


の
֖
ֻ
け
に
औ
Γ

Ή
考
え

は
。

質疑


ௌ
ऀ

の
ࢧ
ԉ

質
ো

の
͋
る
人
の
ଟ
༷
な

コ
ミ
ュ
ニ
έ
ồ
シ
ἀ
ン
手
ஈ
の

ී
ٴ
と
、
ར
用
ଅ
進
を
ど
の
Α

͏
に
進
め
て
い
く
の
か
。 தଜ৳Ұ

ʢެ໌ౘʣ

୩ఌ
ʢ৽ಉࢤձʣ

څ

ۚ
ࣄ


の
ਝ

ॲ
理

質
ҿ
食
業
営
業
ܧ
続
Ԡ
援
ۚ

の
څ

作
業
が
ਝ

に
進
Μ
ͩ

成
ޭ
ྫ
を
、
ࠓ
ޙ
の
څ

ۚ
等

の
事

ॲ
理
に
生
か
す
考
え
は
。

Լɹࢁ
ʢࣗຽౘٞһձʣ

ଠ
ཅ
ޫ
ൃ
ి
ࢪ
ઃ
の
ઃ
ஔ

質
施
設
設
ஔ
࣌
に
地
域
の
ಉ

意
を
ٻ
め
る
な
ど
、
地
域
ಛ
ੑ

や
࣮

に
߹
ỳ
た
事
業
の
ೝ
定

を
行
え
る
Α
͏
に
す
る
考
え
は
。

ਓԼࡔ
ʢࣗຽౘٞһձʣ

自
࣏
ձ
の
࠶
生
ɾ
活
ੑ
化

質
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
の
ج
൫
と
な
る
、
自
࣏
会
の

加
ೖ

が
上
が
Β
な
い
要
Ҽ
と
、

加
ೖ

を
上
͛
る
対
策
は
。

ాਖ਼
ʢࢢຽϑΥʔϥϜùøʣ
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賛否が分かれた議案等審議結果一覧

令和３年度当初予算 詳しくはこちらへ▶︎注 目 事 業
まちづくりの

まちづくりの

まちづくりの

まちづくりの

まちづくりの

まちづくりの

健やかにいきいきと
暮らせるまち

安全で安心して暮ら
し続けられるまち

心豊かで未来を築く
人を育むまち

環瀬戸内海圏の
中核都市として
ふさわしいまち

産業の活力と
文化の魅力あふれる
創造性豊かなまち

市民と行政がともに
力を発揮できるまち

目標

目標

目標

目標

目標

目標

1

4

2

5

3

6

予防接種事業

再生可能エネルギー
普及促進事業

教育ICT整備
・活用推進事業

サンポート地区
周辺再生推進事業

企業誘致・起業支援
   による地域経済

活性化促進事業

総合センター
整備事業

約24億
2,020万円

約3,540
万円

約１億
8,680万円

約1,340
万円

約２億
1,500万円

約８億
5,340万円

新型コロナウイ
ルス感染症のワ
クチン接種を実
施します。

ゼロカーボンシテ
ィの実現に向け、
スマートハウスや
ＺＥＨ設備の設置
等に対し、費用の
一部を補助します。

ＧＩＧＡスクール構想の実現に向け、
ＩＣＴを活用した教育を推進します。

エリアの将来像を議論・共有するな
ど、未来ビジョンの策定に取り組み
ます。

高松市企業誘致
条例に基づく指
定企業に対し、
助成金を交付し
ます。

中部総合センター（仮称）イメージ（仏生山地区）
仏生山地区と山田地区に総合センタ
ー等を整備します。

　今定例会では審議の結果、議案等のうち16件について、採決に当たり次のとおり賛否が分かれました。賛否については、
賛成の場合は○を、反対の場合は×を表示しております。

※ 全議案等の審議結果については、市議会ホームページを御覧ください。

件　　　名 議　決
結果等

会派別賛否
自 民 党
議 員 会 公 明 党 市 　 民

フォーラム21
新 　 政
同 志 会

日 　 本  
共 産 党

市  民  派  
改 革 ネ ッ ト

市長提出
議　　案

令和３年度高松市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ×
令和３年度高松市国民健康保険事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ×
令和３年度高松市競輪事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ×
令和３年度高松市病院事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ○
高松市スポーツ施設条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ × ○
包括外部監査契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ × ○
高松市の区域内に新たに生じた土地の確認について（朝日新町地先） 可決 ○ ○ ○ ○ × ×
町の区域の変更について（同上関係） 可決 ○ ○ ○ ○ × ×
路線の廃止について（堂野線） 可決 ○ ○ ○ ○ × ×
路線の変更について（嵯峨野線・上俵線・引地馬背線） 可決 ○ ○ ○ ○ × ×
令和２年度高松市一般会計補正予算（第12号） 可決 ○ ○ ○ ○ × ×
令和２年度高松市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○
令和２年度高松市競輪事業特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ × ×

議員提出
議　　案

法律による自治体の個人情報保護制度の標準化について慎重な検討を求める意見書 否決 × × ○ × ○ ○
オンライン授業での出席を可能とする登校選択制の導入を求める意見書 否決 × × ○ × ○ ○

陳　　情 高松市国民健康保険料の引き下げを求める陳情について みなす
不採択 ― ― ― ― ― ―
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